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〈新企画〉

①

国
連
史
上
最
大
の
女
性
会
議

NGOフォーラム開会式

北京行動綱領
12分野の課題

貧困
教育と
訓練

健康 暴力

武力紛争 経済

権力と
意思決定

制度的な
仕組み

人権 メディア

環境 女児

今年2020年は、中国・北京で開

かれた第４回世界女性会議から25

年という節目の年、略して「北京

＋25」（ぺきんプラス25）とよば

れています。

国連各国政府ＮＧＯが連携

国連は1975年、「平等・開発・

平和」をかかげた国際女性年に、

第１回世界女性会議（メキシコ）

を開催。その後も80年（コペンハ

ーゲン）、85年（ナイロビ）と重

ね、95年の第４回世界女性会議

は、政府間会議に１万7000人、Ｎ

ＧＯ（非政府組織）フォーラムに

３万人以上という史上最大規模

に。日本から

も各地の新婦

人をはじめ約

5000人の代表

を送り、準備

から会議の成

功までＮＧＯ

が大きな役割

を果たし、女

性運動の画期

となるとりく

みでした。

「ジェンダー」定着の契機に

北京会議の最大の成果は、「女

性の権利は人権」と明記した北京

宣言と、優先的に実践する12分野

の課題（右上）を打ち出し、具体的

行動と目標を明らかにした行動綱

領を採択し、各国政府やＮＧＯの

とりくみの指針としたことです。

ジェンダー（社会的・政治的に

つくられた性差）という言葉も、

この行動綱領で「ジェンダー平

等」「ジェンダーの視点」を掲げ

たことが、広く使われる契機とな

りました。「女性のエンパワーメ

ント」（力をつけること）という

言葉も、北京会議で繰り返し強調

され、女性運動の合言葉になりま

した。

ＳＤＧｓなどさらに

北京会議以降、「北京＋５」「北

京＋10」…と５年ごとに、国連で

も各国でも行動綱領の進
し ん

捗
ちょく

状況や

到達、課題などを明らかにし、前

進させるための話し合いが行なわ

れてきました。

この25年間、個人通報制度など

女性差別撤廃条約を強化する選択

議定書、多様な性を認め合う性的

権利、さらに

ＳＤＧｓ「持

続可能な開発

目標」など、

新たな国際合

意が発展して

います。

第３回、第

４回世界女性

会議、女性20

00年会議（北

京＋５）など

国連の会議に

代表を送り、2003年には国連ＮＧ

Ｏとして認証された新婦人は、こ

うした国際合意を学び、活動に生

かしてきました。この連載では、

北京＋25の年にあたり、行動綱領

の12分野ごとに、日本の課題を明

らかにしていきます。

（新婦人中央本部ジェンダーチーム）
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か


﹁
家
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も
つ
な
が

て
﹂
﹁
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も
で
き
る

こ
と
を
﹂
と
努
力
し
て
い
ま
す

床
に
座
ら
ず


椅
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使

て

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で
も

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れ
で
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で
き
る

﹁
い
す
ヨ
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﹂
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
東
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
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介
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

全
身
ホ
カ
ホ
カ
に

東
京
・
渋
谷
支
部
す
み
れ
班

峰
裕
子
さ

ん

全
都
道
府
県
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緊
急
事
態
宣
言
対
象
地
域
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新
日
本
婦
人
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会
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長

米
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談 話

﹁
自
粛
と
補
償
は
セ

ト
で
﹂﹁
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療
を
守
れ
﹂
の
声
さ
ら
に

新
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コ
ロ
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ウ
イ
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け
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
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
安
倍
首
相
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５
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６
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ま
で
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緊
急
事

態
宣
言
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対
象
地
域
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

都
道
府
県
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拡
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す
る
と
表
明
し
ま
し
た
﹁
ゴ

ル
デ
ン
ウ
イ


ク
の
人
の
移
動
を
最
小
化
す
る
観
点
﹂
か

ら

知
事
に
対
し

住
民
に
不
要
不
急
の
帰
省

や
旅
行
な
ど
都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
絶
対

回
避
な
ど
を
要
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し
て
い
ま
す
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こ
れ
ま
で
７

都
府
県
を
中
心
に
﹁
外
出
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触
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﹂﹁
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密
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回
避
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ど
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調
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れ
て
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ま
し
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
新
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な

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道
府
県
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事
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対
策

が
発
表
さ
れ
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こ
と
に
な
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ま
す


私
た
ち
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こ
れ
ま
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
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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ル

ス
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感
染
拡
大
を
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気
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抑
え
込
む
た
め
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
﹁
自
粛
要
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と
補
償
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セ

ト
で
﹂
と
政

府
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し
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ま
し
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
緊
急
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半
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﹁

万
円
給
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﹂
が
あ
ま
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評
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
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押
さ
れ

た
安
倍
首
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﹁
１
人

万
円
の
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給
付
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へ
補
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予
算
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の
組
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を
同
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急
き
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指
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
も

と
早
く
か
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真
剣
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の
声
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野

党
の
主
張
に
耳
を
傾
け
て
い
れ
ば

国
民
へ
の

財
政
措
置
が
こ
ん
な
に
遅
く
は
な
ら
な
か

た

だ
け
に

安
倍
首
相
と
自
民
・
公
明
両
党
の
責

任
は
重
大
で
す


万
円
支
給
に
と
ど
め
ず


す
べ
て
の
個
人
と
事
業
者
に
生
活
と
生な

り

業わ
い

を
支

え
る
継
続
的
補
償

医
療
崩
壊
を
く
い
と
め
る

た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
や
医
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介
護
施
設

へ
の
物
資
と
本
格
的
財
政
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な
ど

野
党
の

提
案
を
取
り
入
れ
て
補
正
予
算
案
を
早
急
に
作

成
し

徹
底
審
議
と
素
早
い
財
政
対
応
を
求
め

ま
す


新
型
コ
ロ
ナ
対
応
が
最
優
先
の
時
に
国
会
で

は

受
給
開
始
の
選
択
肢
を

歳
に
ま
で
延
ば

す
年
金
法

内
閣
が
検
察
人
事
に
介
入
で
き
る

検
察
庁
法

企
業
に
よ
る
種
子
支
配
を
も
く
ろ

む
種
子
法
の
各
改
悪
案
の
成
立

憲
法
審
査
会

で
の
コ
ロ
ナ
便
乗
の
改
憲
議
論
が
ね
ら
わ
れ
て

い
ま
す

ぜ

た
い
に
許
さ
れ
ま
せ
ん


仲
間
と
連
帯
し
て
感
染
拡
大
を
く
い
と
め
る

自
ら
の
行
動
を
つ
よ
め

暮
ら
し
と
命
を
守
る

対
策
を
安
倍
政
権
と
自
治
体
に
さ
ら
に
求
め
て

い
き
ま
し

う


２
０
２
０
年
４
月

日

東
京
・
練
馬
支
部

ヨ
ガ
体
操
講
師齋

藤
ト
モ
子

さ
ん

い
す
ヨ
ガ
や

て
み
ま
し
た

コ
ツ
は
無
理
を
し

な
い

マ
イ
ペ

ス
で
す
る
こ
と

ヨ
ガ
は
深
呼
吸

で
始
ま
り

深
呼
吸
で
終
わ
り
ま
す

深
呼
吸
が
気

持
ち
よ
く

終
了
後

全
身
が
ホ
カ
ホ
カ
と
血
が
巡

る
の
を
感
じ
ま
し
た

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
人

に
お
す
す
め
で
す


◆４月のしんぶん代の集金は感染防止に気をつけて

マスク着用や距離をおいての対話など感染防止に

万全をつくし、読者や会員のみなさんに集金方法の

要望も事前に聞きながら、とりくみましょう。

◆自宅から新型コロナで「困った」の声を届けま

しょう！ メールやＦＡＸ、絵手紙・ちぎり絵で

○安倍首相に（首相官邸ホームページ「ご意見」欄）

○地元選出議員―自民・公明に抗議・要請、野党に

は激励を（宛先はホームページで検索を）

（絵手紙・ちぎり絵は送付前に画像に撮り、５月６

日着で編集部宛に送付して下さい。５月14日号掲載

予定）

座
り
方

背
も
た
れ
に
寄
り
か
か

ら
ず

骨
盤
を
立
て

膝

が
直
角
に
な
る
よ
う
に
正

し
く
座
り
ま
す

お
尻
の

肉
を
後
ろ
に
引

張
り


座
骨
を
座
面
に
つ
け
る
と

骨
盤
が
立
ち
や
す
く
な
り

ま
す

足
裏
は
し

か
り

床
に
つ
け
て


☆
つ
ら
い
と
き
は
お
尻
を

奥
ま
で
押
し
込
む


呼
吸

鼻
︵
鼻
毛
や
粘
膜
︶
に

は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
侵

入
を
防
ぐ
フ

ル
タ

の

役
割
が
あ
り
ま
す

鼻
か

ら
吸

て

お
な
か
を
膨

ら
ま
せ

鼻
か
ら
吐
い

て

お
な
か
を
ぺ
し

ん

こ
に
を
繰
り
返
す

一
つ

の
ポ

ズ
に
つ
き

３


５
呼
吸
く
ら
い
ゆ

く
り

と
お
こ
な
う


☆
鷲ワ

シ

の
ポ

ズ
︵
肩
甲
骨

・
肩
回
り
を
ほ
ぐ
す
︶

両
手
を
ク
ロ
ス

手
の

甲
を
合
わ
せ
て
肘
を
上
げ

る


☆
体
側
の
ば
し

両
足
を
広
げ
て

こ
ぶ

し
を
脇
に

腕
を
引
き
上

げ
る
イ
メ

ジ
で
片
腕
を

な
な
め
上
に
伸
ば
し
て
傾

け
る

視
線
は
天
井
に


☆
猫
の
ポ

ズ
︵
柔
軟
な

背
中
に
︶

背
中
を
そ
ら
し

視
線

を
上
げ
る

背
中
を
丸
め

て

お
へ
そ
を
の
ぞ
き
こ

む


☆
上
体
ね
じ
り
の
ポ

ズ

︵
ウ
エ
ス
ト
の
引
き
締
め
︶

手
を
太
も
も
の
外
側

に

も
う
一
方
は
背
も
た

れ
に
か
け
て
ね
じ
る


☆
ス
ク
ワ

ト
︵
太
も
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強
化
︶

手
は
太
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も
に

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体

を
少
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前
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し

お
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少
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浮
か
し
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
ゆ

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
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え

の
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
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︵
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を
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筋
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︶
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
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
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を
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く
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動
か
す

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前
屈
の
ポ

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リ
ラ
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ク
ス
し
て
頭
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少
し
下
げ
て
背
中
を
丸
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
呼
吸
を
背
中
に
送
る


リ
ラ

ク
ス

☆
シ

バ

サ
ナ

全
身
の
力
を
抜
い
て


目
を
閉
じ
る


☆
目
の
充
電

手
の
ひ
ら
を
こ
す
り
合

わ
せ
て

あ
た
た
か
さ
を

ま
ぶ
た
に


☆
手
を
組
ん
で
伸
び

手
を
組
ん
で
頭
の
上

に

息
を
吐
い
て
リ
ラ


ク
ス



